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NO ページ 変更前 変更後 

１ 目次 

第１章  

適正規模・適正配置に向けたこれまでの取り組み 

…１ページ 

適正規模・適正配置に向けたこれまでの取り組み 

２ 目次 

第１章 １ 

 「昭和６２年度の答申」以降の方針…１ページ 

３ 目次 

第１章 ２ 

 「昭和６２年度の答申」以降の主な適正規模・適正配置

に関する統合等実施校…２ページ 

４ 目次 

第３章 

第３章 適正配置の考え方 第３章 適正配置の考え方（変更無し） 

５ 目次 

第５章 

学校更新の基本的な考え方 学校施設更新の基本的な考え方 

６ 目次 

第６章 １ 

適正規模・適正配置事業に取り組むエリア図 適正規模・適正配置事業に取り組むエリア 

７ リード文 

４段落 １行目 

足立区の総人口は６９万人（令和２年５月 1 日現在）を

超え 

足立区の総人口は７０万人（令和７年４月 1 日現在）を

超え 

８ ９頁 

グラフ令和５年度 

（ ）内人数 

４２，５４９人 ４７，２７８人 

９ １０頁 

１節 

学校更新の基本的な考え方 学校施設更新の基本的な考え方 

10 １０頁 

８～９行目 

今後は、労務費や材料費の高騰、猛暑を考慮した工期設

定などを考慮し、工事費を１２億円、工期期間を４～５年

に見直します。 

今後は、労務費や材料費の高騰、猛暑を想定した工事設

定などを考慮し、工事費を１校あたり１６億円、工事期間

４年を目安とします。 

11 

 

１０頁 

保全工事計画の表 

保全工事計画 

工事費  これまでの計画 ９億円 

     今後の計画 １２億円 

工事期間 今後の計画 ４～５年間  

保全工事計画（１校あたり） 

工事費  これまでの計画 ９億円（３億円／年×３年） 

今後の計画 １６億円（４億円／年×４年） 

工事期間 今後の計画 ４年間 
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NO ページ 変更前 変更後 

12 １２頁 

綾瀬小の表 

工事費  ６２．９億円 

台帳面積 １３，５９７㎡ 

工事単価 ４７．３万円/㎡ 

工事費  ６４．２億円 

台帳面積 １３，２４１㎡ 

工事単価 ４８．５万円/㎡ 

13 １２頁 

東綾瀬中の表 

台帳面積 １４，６７４㎡ 

工事単価 ４７．５万円/㎡ 

台帳面積 １４，７６８㎡ 

工事単価 ４７．３万円/㎡ 

№14～29は耐用年数評価前後のコストを改めて精査し、関連経費を一部修正 

14 １３頁 

４行目 

総額１，１２７.８億円にのぼる見込みでした（９年間の

平均では１２５．３億円） 

総額１，１８０.２億円にのぼる見込みでした（９年間の

平均では１３１．１億円） 

15 １３頁 

７～８行目 

約３９．３％減の総額６８４．８億円となり、年平均で

は７６．１億円 

約３５．７％減の総額７５８．８億円となり、年平均で

は８４．３億円 

16 １３頁 

グラフ 

従前の改修計画の施設関連経費 

９年間の総額：１，１２７．８億円 

９年間の平均：  １２５．３億円/年 

従前の改修計画の施設関連経費 

９年間の総額：１，１８０．２億円 

９年間の平均：  １３１．１億円/年 

17 １３頁 

グラフ 

今後の施設関連経費 

９年間の総額：６８４．８億円 

９年間の平均： ７６．１億円/年 

今後の施設関連経費 

９年間の総額：７５８．８億円 

９年間の平均： ８４．３億円/年 

18 １３頁 

グラフ 

削減額・割合 

平均： ４９．２億円 

総額：４４３．０億円 

割合：約３９．３％ 

削減額・割合 

平均： ４６．８億円 

総額：４２１．４億円 

割合：約３５．７％ 

19 １３頁 

グラフ 

従前の年平均経費（１２５．３億円） 

今後の年平均経費（７６．１億円） 

従前の改修計画で進めた場合に必要となる経費 

従前の年平均経費（1３１．１億円） 

今後の年平均経費（８４．３億円） 

従前の改修計画で進めた場合に必要となる経費差額 
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NO ページ 変更前 変更後 

20 １４頁 

Ｒ６ 

大規模改修工事（評価後） ２４ 

       （増減額） ０ 

改築工事（評価前・後） ４９ 

合計（評価前） ７６．３ 

  （評価後） ７６．３ 

  （増減額＝増減額合計） ０ 

大規模改修工事（評価後） ３２ 

       （増減額） ８ 

改築工事（評価前・後） ３０．６ 

合計（評価前） ５７．９ 

  （評価後） ６５．９ 

  （増減額＝増減額合計） ８ 

21 １４頁 

Ｒ７ 

大規模改修工事（評価後） ２４ 

       （増減額） ０ 

改築工事（評価前・後） ２５ 

合計（評価前） ５３ 

  （評価後） ５３ 

  （増減額＝増減額合計） ０ 

大規模改修工事（評価後） ３２ 

       （増減額） ８ 

改築工事（評価前・後） ４２ 

合計（評価前） ７０ 

  （評価後） ７８ 

  （増減額＝増減額合計） ８ 

22 １４頁 

Ｒ８ 

大規模改修工事（評価後） １８ 

       （増減額） ０ 

合計（評価後） ３７．６ 

  （増減額＝増減額合計） △３．１ 

大規模改修工事（評価後） ２４ 

       （増減額） ６ 

合計（評価後） ４３．６ 

  （増減額＝増減額合計） ２．９ 

23 １４頁 

Ｒ９ 

大規模改修工事（評価後） １８ 

       （増減額） ０ 

改築工事（評価前・後） ４１ 

合計（評価前） ６８．８ 

  （評価後） ６４．４ 

  （増減額＝増減額合計） △４．４ 

大規模改修工事（評価後） ２４ 

       （増減額） ６ 

改築工事（評価前・後） ２４ 

合計（評価前） ５１．８ 

  （評価後） ５３．４ 

  （増減額＝増減額合計） １．６ 
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NO ページ 変更前 変更後 

24 １４頁 

Ｒ１０ 

大規模改修工事（評価後） １５ 

       （増減額） △３ 

改築工事（評価前・後） ５０ 

合計（評価前） ７７．６ 

  （評価後） ７０．２ 

  （増減額＝増減額合計） △７．４ 

大規模改修工事（評価後） ２０ 

       （増減額） ２ 

改築工事（評価前・後） ８４ 

合計（評価前） １１１．６ 

  （評価後） １０９．２ 

  （増減額＝増減額合計） △２．４ 

25 １４頁 

Ｒ１１ 

大規模改修工事（評価後） ２４ 

       （増減額） ０ 

改築工事（評価前） １３８ 

    （評価後） ５３ 

    （増減額） △８５ 

合計（評価前） １７２．４ 

  （評価後） ８１．５ 

  （増減額＝増減額合計） △９０．９ 

大規模改修工事（評価後） ３２ 

       （増減額） ８ 

改築工事（評価前） ２０８．８ 

    （評価後） ７０ 

    （増減額） △１３８．８ 

合計（評価前） ２４３．２ 

  （評価後） １０６．５ 

  （増減額＝増減額合計） △１３６．７ 

26 １４頁 

Ｒ１２ 

大規模改修工事（評価後） ２７ 

       （増減額） ３ 

改築工事（評価前） １６９ 

    （評価後） ９６ 

    （増減額） △７３ 

合計（評価前） ２０５．１ 

  （評価後） １２８．８ 

  （増減額＝増減額合計） △７６．３ 

大規模改修工事（評価後） ３６ 

       （増減額） １２ 

改築工事（評価前） １５２ 

    （評価後） ６２ 

    （増減額） △９０ 

合計（評価前） １８８．１ 

  （評価後） １０３．８ 

  （増減額＝増減額合計） △８４．３ 
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NO ページ 変更前 変更後 

27 １４頁 

Ｒ１３ 

大規模改修工事（評価後） ３０ 

       （増減額） ６ 

改築工事（評価前） ２２４ 

    （評価後） ７１ 

    （増減額） △１５３ 

合計（評価前） ２６０．８ 

  （評価後） １０７．２ 

  （増減額＝増減額合計） △１５３．６ 

大規模改修工事（評価後） ４０ 

       （増減額） １６ 

改築工事（評価前）  １７１．６ 

    （評価後） ７２．４ 

    （増減額） △９９．２ 

合計（評価前） ２０８．４ 

  （評価後） １１８．６ 

  （増減額＝増減額合計） △８９．８ 

28 
１４頁 

Ｒ１４ 

大規模改修工事（評価後） ４２ 

       （増減額） １８ 

改築工事（評価前） １３８ 

    （増減額） △１２１ 

合計（評価前） １７３．１ 

  （評価後） ６５．８ 

  （増減額＝増減額合計） △１０７．３ 

大規模改修工事（評価後） ５６ 

       （増減額） ３２ 

改築工事（評価前） １７３．４ 

    （増減額） △１５６．４ 

合計（評価前） ２０８．５ 

  （評価後） ７９．８ 

  （増減額＝増減額合計） △１２８．７ 

29 １４頁 

合計 

（評価前） １１２７．８ 

（評価後） ６８４．８ 

（増減額＝増減額合計） △４４３．０ 

（評価前） １１８０．２ 

（評価後） ７５８．８ 

（増減額＝増減額合計） △４２１．４ 

30 ２１頁 

昭和３０年代に建築

された小学校の表 

興本 

花畑 

西新井第二※ 

興本（築） 

花畑※ 

西新井第二 

31 ２２頁 

昭和３０年代に建築

された中学校の表 

第十※ 

第七※ 

第十 

第七 
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NO ページ 変更前 変更後 

32 

 

２３頁 

６～８行目 

千住大川端地区では、令和９年度末から令和１４年度末

の６年間で約２，１００戸の住宅供給が予定されているた

め、近隣の千寿第八小学校、千寿小学校、千寿常東小学校

の児童数、第一中学校の生徒数の増加が予測されます。 

千住大川端地区では、令和１１年度末から令和１６年度

中の６年間で約２，１００戸の住宅供給が予定されている

ため、近隣の千寿第八小学校の児童数、第一中学校の生徒

数の増加が予測されます。 

※ フォント、フォントサイズ、スペース、年号（Ｒ→令和）など、体裁の軽微な修正は上記表に含めていません。 


